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1緒 言

本研究は、本校英語科における学力の向上を目

指した研究であり、将来のグローバル化社会で活

躍する人材の育成につながることをねらいとした

実践的研究である。昨年度は、創造的に考える言

語活動を効果的に取り入れ、一定の成果が見られた。

しかし、個による高まりに差が多かったり、ペア

やグループによる複数の学習者による活動において、

役割と責任をもって全員が活動できていなかった

りするという現状があることが分かった。そこで

今年度は、これまで行ってきた複数の学習者によ

る言語活動の在り方を見直し、工夫改善を図って

いく必要があると考え、本研究を行うこととした。

2研 究主題

国際的な視野をもち、円滑にコミュニケーショ

ンを図ろうとする生徒の育成

3研 究主題並び に仮説設定 につ いて

(1)社 会の要請から

現在の知識基盤社会やグローバル化社会に

おいては、アイディアなど知識そのものや人

材をめぐる国際競争が激化する一方で、異な

る文化や文明との共存や国際協力がますます

必要とされている。また、PISA調 査を行っ

ている経済協力開発機構(OECD)は 、これ

からの世代が身に付けるべき主要能力(Key

Competencies)と して①社会 ・文化的、技術

的ツールを相互作用的に活用できる能力、②

多様な社会グループにおける人間関係の形成

能力、③自律的に活動する能力の三つを挙げ

て いる 。 この三 つ の能 力 を基 に した新 しい学

力観 を踏 まえ るな らば、現 在 の 日本 の英 語 教

育 に必要 な こ とは 、 生涯 にわ た って 主体 的 か

つ協 働 的 に学 び続 け る 「自律 した学 習者 」 を

育 成す る ことで ある。

また 、2010年6月 に閣 議 決定 され た 「新

成 長 戦 略 」 で は 、 「子 ど も 同士 が 教 え 合 い、

学 び合 う 『協働 教育』の実現」が盛 り込 まれた。

文 部 科 学 省 も、2011年4月 に発 表 した 「教

育 の情報 化 ビジ ョ ン」 で 、一 斉 学習 や個 別 学

習 に加 え て、 「21世 紀 にふ さわ し い学 び」 と

して 「子 ど もたち 同士 が 教 え合 い 、学 び合 う

協 働 的 な 学 び(協 働 学 習)を 推 進 す る こと」

を 明記 した 。 そ の 中 で 、 「情報 端 末 や 提 示 機

器 等 を活 用 し、教 室 内の授 業 で子 ど もた ち同

士 が 互 いの 考 え 方 の共 有 や 吟 味 を行 い つつ 、

意 見 交換 や 発表 を行 う こ とや 、 学校 外 ・海 外

との交流 授 業 を通 じて、 互 い を高 め合 う学 び

を進 める こと」が具体例 として挙 げられてお り、

情 報 機器 の効 果 的 な活 用 に よ る協働 的 な活 動

が重 要 にな って きてい る と言 え る。

これ らの こ とか ら、本校 英 語 科で は 、言 語

活 動 に協 働 の視 点 を取 り入れ た り、ICTを

効 果 的 に活 用 した 学校 外 や海 外 との交流 を積

極 的 に行 った りす る ことで コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン能 力が 高 まる と考 え た。

(2)生 徒 の実 態 か ら

本 校 の生 徒 は比 較 的学 習意 欲 は高 く、言 語

活 動において も積極的に活動 に取 り組んでお り、

基礎 的な学 力は育 まれている と言 える。 しか し、



コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 対 象 と な る相 手 が 本 当

に 伝 え た い 意 向 を 聞 き 取 っ た り、 手 紙 な ど の

英 文 か ら書 き手 の 意 向 を正 確 に 捉 え た り して 、

そ の 内 容 に 適 切 に 応 じ る た め の 指 導 の 在 り方

に お い て は まだ 改 善 の 余 地 が あ る こ と が わ か っ

た 。

ま た 、 授 業 の 様 子 を 見 て み る と 、(1)の 課 題

で も 述 べ た よ う な 姿 が 見 ら れ る 。 例 え ば 、2

年 生 で の ス キ ッ ト作 り の 活 動 に お い て 、 授 業

後 の 生 徒 の ワ ー ク シ ー トの 中 か ら次 の よ うな

表 現 が 見 られ た 。

生 徒 の 作 成 し た ス キ ッ ト原 稿

A:YouwenttoAustralialastweek.Did

youenjoyyourtrip?

B:DYes,Idid.

A:That'snice.Wheredoyouwanttogo

next?

B:IwanttogotoNewZealand.

A:Oh,Isee.

ス キ ッ ト を 作 る 際 に は 、 生 徒 が 下 線 部 ① の

よ うな 、Yes./No.の 答 え の み で 済 ま せ ず に

実 際 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン場 面 を想 定 した 内容 、

例 え ば 、`Yes,Idid.'の あ と に`Iwatched

operasandplaysinSydney.'の よ うな 相 手 が 知

り た い と考 え られ る 内 容 、 つ ま り オ ー ス トラ

リ ア の 旅 行 の 様 子 を 具 体 的 に 伝 え る セ リ フ が

含 ま れ る よ う な ス キ ッ ト に な る こ と を 目指 し

た い と考 え た 。 ま た 、3年 生 のUnit3Fair

TradeChocolateの 授 業 の 中 で 行 っ た 意 見 交 換

の 中 で 、 次 の よ う な や り取 りが 行 わ れ た 。

意 見 交 換 の 一 部

A:Whichchocolatedoyouwanttobuy?

B:Ithinkweshouldbuyfairtrade

chocolate.

A:Why?

B:②BecausewecanhelpmanvPeople.

Howaboutyou?

A:Iwanttobuynormalchocolatebecause

Idon'thavemuchmoney.

下 線 部 ② に 入 る フ ェ ア ト レー ドチ ョコ レー

トを 買 う 理 由 に つ い て は 「人 の た め に な る 」

と い う漠 然 と した 答 え を書 いて い る 。 し か し 、

フ ェ ア ト レー ド制 度 の こ と に つ い て よ り多 く

の 知 識 を も っ て い れ ば 、 具 体 例 等 を 含 め た よ

り説 得 力の あ る理 由が 述 べ られ 、意 見交 換 が

更 に活発 にな る こ とが 期待 で き る。 この こ と

か ら、英 語科 で 学 習 した 内容 だ けで な く、 他

教 科 で の学 習 内 容や 他 者 が も って い る知 識 ・

技 能 を組 み 合わ せ て理 解 ・表 現す る言語 活 動

を多 く取 り入 れ て い く必 要 が あ る と考 えた 。

これ らの実態 か ら、本 校英 語 科 で は、英 語 に

よ る基 本 的 な 応答 の形 は身 に付 い て い るが 、

相 手 の意 向 を理 解 した り、他 単元 で 学習 した

内容 や 、互 いが 身 に付 けて きた知 識 ・技 能 を

活 用 した りす るよ うな、 よ り実 際的 な場 面 に

お ける コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 が身 に付 いて

いる とは言 い難 い。

また 、 平 成25年 度 よ り、 本校 と台 北 市 立

大 直 高 級 中 学 との交 流 を行 う こ と とな った 。

よ って 生徒 は、 学 ん だ英語 を用 いて 、実 際 に

国 を超 えて コ ミ ュニ ケー シ ョンを行 う機 会 を

もつ こ とが 可 能 とな る。 この 交 流 を通 して 、

生徒 に は 「学 んだ英 語 が使 えた 」 とい う自己

効 力感 や 、 「使 うた め に英 語 を学 ぶ 」 とい っ

た実 践 的な 意欲 を感 じ させ られ る ので はな い

か と期待 で き る。 さ らに、交 流 を行 う際 には、

機 会 を設 けて実 際 に対 面す るだ けで な く、 普

段 の 授業 か らICTを 用 いて 、 情報 の交 換 や

情 報 の共 有 な ど を行 い、 コ ミュ ニ ケー シ ョ ン

場 面 の充 実 や異 文化 理 解 を促 進 させ て い く必

要 が あ ると考 え る。

これ まで 述べ て き た こ とか ら、昨 年度 まで

行 って きた 実践 的 な言 語活 動 に協 働 の視 点 を

取 り入 れ 、 生 徒 一 人一 人 が 互 い に認 め合 い、

協 力 しなが ら個 性 を発 揮 した り、責 任感 を感

じさせ た りす る言 語活 動 に意 欲 的 に取 り組 め

るよ うに した い と考 えた 。そ の 上で 、 生徒 そ

れ ぞ れ が互 い の知 識 ・技能 を認 め合 い 、補 い

合 った り、 組み 合 わせ た りしな が ら、 よ りよ

く英 語 を理解 し、 よ りよ く英 語 で表 現 で きる

よ うに指 導 を工 夫 して いきた い 。 また 、そ の

際 に扱 う教 材 につ いて は 、書 き 手や 話 し手 の

意 向 や心 情 の他 に、既 習事 項 を活 用 しな けれ

ば解 決 で きな い課 題 を教材 の中 に よ りよ く設

定 した い。 加 えて 、単 に教 材 そ の もの と向 き



合 うだ けで な く、そ の書 き 手や 話 し手 の性 格

や 背 景 を理 解 した上 で教 材 に取 り組 め る よ う

な工 夫 も必要 だ と考 えた。

そ うす る こ と で 、 「国 際 的 な 視 野 を も ち 、

円滑 に コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を図 ろ う とす る」

生徒 を育 成 した い と考 えた 。

4研 究 の 構 想

(1)円 滑 な コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の高 ま りに

つ いて

本 校英 語 科 にお いて 目指す 円滑 な コ ミュニ

ケー シ ョン能 力 とは 、学 習指 導 要領 にお け る

コ ミュニ ケー シ ョン能 力 、つ ま り 「聞 く こと」

「話 す こと」 「読 む こ と」 及 び 「書 くこ と」 の

4技 能 を統 合 的 に活用 で き る能 力 に、 鹿大 附

属 中(2012)の 全体 緒論 で述 べ られて い る 「創

造 的 に考 える 力」、 「創造 的 に考 え よ う とす る

態 度 」 を踏 まえた もの と して次 の よ うに捉 え 、

研 究 を行 った 。

円滑 な コミ ュニ ケ ー シ ョン能 力

ア 円滑 に コ ミュニ ケ ー シ ョン を図 るた め

に必要 な表 現 力 ・理 解 力

・ 身 に付 けた知識 ・技能 が実際 のコミュ

ニ ケー シ ョン場 面 にお いて どの よ う に

活用 で きる か考 える 力
・ ま と ま りの ある文 章 を通 して 、 自分

の考 え を相 手 によ りよ く伝 え た り、 相

手 の考 え をよ りよ く理 解 した りす るカ

イ 円滑 に コ ミュニ ケ ー シ ョン を図 ろ う と

す る態 度
・ 授業 や 実 際の コ ミ ュニ ケー シ ョン に

好 奇心 を もって 自分 か ら積 極 的 に取 り

組 む態度
・ 身に付 けた力を実感 し、失敗 を恐れず、

自信 を もって 実 際 の コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンに取 り組 む ことが でき る態度

本 年度 、 本校 英 語科 で は 、先 述 した 社会 情

勢や本校 の実態 を踏 まえ、上 記の 円滑 なコ ミュ

ニ ケー シ ョ ンの能 力 の更 な る高 ま りを 目指 し

た い と考 えた 。

佐 藤 学(2001)は 、 「子 ど もた ちの 学 び合

う関 わ りが、教 師 の5倍 以 上 の力 を発 揮す る」

と述 べ て い る ことか ら、 ペ アや グル ー プ の活

動が 生徒 の 円滑 な コミ ュニ ケー シ ョン能 力 を

高 める た め に有効 で あ る とい う こ とが 考 え ら

れ る 。そ して本 年度 は、 昨年 度 まで の課 題 を

踏 まえ 、真 に生 徒 が 「学 び合 う」 こ とが で き

るよ うに、 生徒 が互 い に認 め 合 い、 協 力 しな

が ら個 性 を発 揮 した り、責 任 感 を感 じた りし

な が ら言 語活 動 に取 り組 め るよ うな 工夫 を行

う必要 が ある と考 えた。

しか し、単 に生徒 が 意欲 的 に言 語活 動 に取

り組 め ば、 円滑 な コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの高 ま

りを見 る こ とが で き るわ けで は な い。実 際 の

コミュニケーシ ョン場 面では、互いに違 う性格、

違 う背 景 を もっ た 人 間 同士 が 、心 情 を察 し、

互 いの知識 を共有 し、状 況に応 じて適切な表現 ・

理 解 を双 方 向 に行 うもの で ある 。そ こで 本 校

英 語科 にお いて も、様 々 な コ ミュニ ケー シ ョ

ン場 面 にお いて 、互 いの意 見 を尊 重 ・理 解 さ

せ 合 っ た り、互 い の意 見や そ の他 の知識 、 情

報 を組み 合 わせ た り、 補 い合 わせ た りさせ る

言 語活 動 の 設定 が求 め られ る。 また扱 う教 材

につ いて も、書 き 手や 話 し手 の意 向 や 、そ れ

ぞれ の背景 、そ の場の状況等を加味 しな けれ ば、

適 切 な 理 解 や 表現 が で きな い よ うな 内容 で 、

生 徒 に言 語活 動 に取 り組 ませ る工 夫 を行 う必

要 が ある。

これ らの言 語 活 動 の設定 や 指導 の工夫 を行

えば 、 円滑 な コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の高 ま

りが期 待 で き る と考 えた 。 こ こで、 本年 度 の

研 究 にお いて 目指す 円滑 な コ ミュニ ケー シ ョ

ン能 力 の高 ま りにつ いて 、下 記 の よ うに定 義

す る。

ア 円滑 にコ ミ ュニ ケ ー シ ョンを 図 るた め に必 要

な表 現 力 ・理 解 力の高 ま りにつ いて

円滑 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを図 るた め に必 要

な表 現 力 ・理解 力が 高 ま った状 態 と は、 これ ま

で個 人 で 身 に付 けて き た英語 の学習 内容 だ けで

は な く、 ペ アや グル ー プな どの複数 の学習 者 に

お いて 、互 いの知 識 ・技 能 を共 有 した り、組 み

合わ せ た りして よ りよ く表現 ・理解 し合 って い

る様 子 の ことを指 す 。 またそ のた め には 、不 明

な点 を相手 に質 問 した り、相 手 に う ま く伝 わ ら

な い とき は、別 の表現 を用 いた りす るな どして

互い に分か り合お うとす る こと も求め られてい る。



例 え ば、ALTか らの 手紙 に対 す る返 事 を書 こ

う とす る際 に、 複数 の 学習 者 に よる協 働 の視 点

を もった 言語 活 動が 充実 す る ことで 、他 者 か ら

の異な る考 えや 意見 が加 わ り、手紙 文 の 文脈 や

行間 の中か らALTが 伝 えたい意向 を推測 した り、

分 か りや す く伝 えた り しやす くな る。そ の結 果 、

手紙 を書 い たALTが 本 当に納 得 で き るよ うな

適 切な 返事 を書 くこ とがで き 、 円滑 に コ ミュニ

ケ ー シ ョ ンを図 る ため に必 要 な表 現 力 ・理解 力

を高め る こ とが で きる と考 え た。

イ 円滑 に コミ ュニケ ー シ ョンを 図ろ う とす る態

度 の高 ま りにつ いて

円滑 にコ ミ ュニ ケー シ ョンを 図ろ うとす る態

度 の高 ま りとは 、 ペアや グル ー プな どの 複数 の

学 習者 間 で コ ミュニ ケ ー シ ョン を図 る際 に 、失

敗 を恐 れ ず に 自分か ら積 極 的 に関 わ って い こう

とす るだ けで な く、互 いが 協 力 し合 った り、相

手 の考 え や意 見 に耳 を傾 けて 、互 い を認 め合 っ

た り、 責任 感 を もって与 え られた 自分 の 役割 を

果 た した りして い る状態 を指す 。 例 え ば、AL

Tか らの手紙 に対 す る返 事 を書 こ うとす る 際に 、

グルー プ の メ ンバー の考 えや意 見 を頭 ごな し に

否定や批判 をせず 、十分 に理解 しよ うとした上で 、

そ れぞ れ の意 見 を尊 重 し、 全員 の意見 が 必ず 含

まれ るよ うな 内 容 の返事 を書 こう とす る態度 の

こ とで あ る。 これ らの態 度 が 高 まる ことで 、 円

滑 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを図 ろ う とす る態度 が

高 ま る と考 えて い る。

(2)協 働 的な 言語活 動 につ いて

本 校英 語 科 で、 これ まで実 践 して き た 円滑 な コ

ミ ュニ ケー シ ョ ン能 力 を高 め るため の言語 活動 は 、

主 に個 人 に焦点 を 当てた もので あ った。 もち ろん 、

これ まで もペ アや グル ー プ によ る活 動 を行 っ て き

たが 、活 動 の様 子 を見 る と、 活発 に発言 す る メ ン

バー が 限 られ てお り、 グルー プ 内で 十分 なuk論 が

な されず に、 人間 関係 に影 響 力 が あっ た り、英 語

が得 意 だ った りす る 生徒 一人 の意 見 をそ の ま ま グ

ルー プ全 体 の意 見 と した りす る ことが あ った。 そ

のた め 円滑 な コ ミュ ニケ ー シ ョン能 力 の高 ま りに

も個 人差 が 見 られ た。 そ こで 、 グル ー プ によ る複

数 の学 習 者 間 の活 動 にお いて は、 必ず 役割 を メン

バ ー全 員 に与 え、 自分 の役 割 を果 た さな い とタ ス

クが解 決 で きな い よ うな場 面 を作 り出 し、互 い に

認 め合 い、協 力 しな が ら責 任感 を もって 情報 を も

ち帰 り、 そ の後 の議 論 でそ の情 報 や既 有 の知 識等

を互 い に組 み合 わせ た り、 補 い合 っ た りす る機 会

を多 くもたせ た い と考 えた 。 このよ う に、 これ ま

で 行 って き た創造 的 に考 え る力や 態度 を高 め るた

めの言 語 活動 を個 人 だ けで 行 うので はな く、複 数

の学習 者 間 に広 げて 、 建設 的 に支 え合 った り、 互

い に認 め 合 った り しな が ら学 び を深 め、 共 に高 め

合 う ことが で きる よ うな 「協働 的 な言 語活 動 」 を

充 実 させ る ことで、 更 に 円滑 な コ ミュニ ケー シ ョ

ン能 力の 向上 につな が る と考 えた 。

(3)協 働 的な言 語活動 を 充実 させ るた め に

本校 英 語科 で は、 協 働的 な言 語 活動 を充実 させ

るため に欠 かせ な いのが全体緒 論で述べ てい る 「知

的 コミ ュニ ケー シ ョン」で あ る と考 えて い る。 本

校 英 語 科 にお け る知 的 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン とは 、

互 い が もっ て いる考 え や意 見 の共 通点 や 相違 点 を

見 出 し、ひ とつの合意 点 を探 るため のコ ミュニ ケー

シ ョンで あ る。 それ は 、単 な る情 報や 互 い の気 持

ち を伝 達 し合 うコ ミュ ニ ケー シ ョ ンで はな く、個

人 で 生み 出 した 異な る考 えや意 見 か ら、 よ りよ い

考 えや 意 見 を創 り出す た めの建 設 的 な学 び合 い を

目指 して い る。 そ のた め に、協 働 的 な言 語活 動 に

お い ては 、知 的 コ ミ ュニ ケー シ ョ ンを行 わせ 、 よ

りよ い合 意点 を探 らせ る よ うな指 導 の工 夫が 必 要

とな る。 しか し、英 語 を用 い て互 い の合 意点 を探

る とい う活動 は、決 して全 て の生 徒 が初 めか ら取

り組 む こ とがで き る活 動で は な い とい う ことは 容

易 に推 察 で き る。 江利 川(2012)は 、 「母 語 によ

る思考 力 と英 語 に よ る表現 力 とは大 き く乖離 して

い ます 。 です か ら英 語 の トレーニ ングで はペ ア や

グル ー プで の英 語使 用 を促 し、仲 間 同士 の話 し合

いで は 日本語 の使 用 も認 め ま しょ う」 と英 語 の授

業 の 中で 日本 語 を用 い る こ とを許 容 して い る。 こ

の ことか ら、本校英語 科 にお ける知的 コ ミュニ ケー

シ ョンで は 、必 要 に応 じて 日本 語 に よ る議論 も認

めて い る。例 えば、 互 い の意見 を出 し合 い、 新 し

い考 えや 意見 を生み 出 す過 程 にお い て、 日本 語 を



効 果 的 に活 用す る ことで 、互 い の考 えや 意見 に対

す る理解 が よ り深 ま り、英 語 が苦 手 だ と感 じて い

る生 徒 に とって も 自分 の 主張 を取 り組み や す い活

動 となる と考 えた 。

上 述 した よ う に、知 的 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンが 活

性 化 すれ ば、協 働 的 な言語 活 動 は よ り充 実 し、 円

滑 なコ ミュニケー ション能 力の高ま りが期待でき る。

(4)知 的 コミ ュニ ケ ーシ ョンを活 性化 させ るた め

に

三浦(2002)は 、 積極 的 にコ ミュニ ケー シ ョン

を 図ろ う とす る際 に必 要 な こ との一 つ と して 「良

い 聞き手 作 り」 を挙 げて い る。そ こで本 校英 語 科

で は、知 的 コ ミ ュニ ケー シ ョ ンを活 性化 させ るた

め に、相 手 の意 見 や考 え を推 測 した り、質 問 した

りしなが ら、話 し手や 書 き手 の意 向 を深 く理解 し

よ うとす る ことが重要 で ある と考 え て いる。 また、

自分 が これ まで 身 に付 けた知 識 ・技 能 を基 に した

考 えや意 見 が相 手 に う ま く伝 わ らな い とき は 、別

の易 しい表 現 に言 い換 え た り、 具体 例 を挙 げ た り

して 表現 す る こ と も必 要 で ある と考 え た。 このよ

うな 「相 手 意識 」 を もつ ことが知 的 コ ミ ュニ ケー

シ ョン を活性 化 させ る上 で 必要 で あ る と考 え た。

例 えば 、互 い の主 張 を理解 し合 うた め に、 相手 に

話 しやす いよ う に相づ ち を うっ た り、不 明 な点 は

そ のま ま にせず 、 予測 して 聞き返 した り、 相手 が

分 か りやす い例 で例 えた りす る ことが挙 げ られ る。

また 、質 問 した ことが相手 に理解 で きなか っ た り、

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが うま く続 かな か った りす る

時 は、wHQuestionか らよ り答 えや す いYes./No.

Questionに 代 え た りす る な どの工夫 も考 え られ る。

この よ うに 、生 徒 に 「相 手 意識 」 を もた せ る こ

とで 、考 え や意 見 の共 有や 合 意形 成 の 際 に、相 手

が伝 え た い意 向 を推測 した り、不 明 な点 を質 問 し

た り、互 いが伝 え た い こ とを分 か りやす く言 い換

えた りす る こと を促 し、知 的 コ ミ ュニ ケー シ ョン

の活性 化 につ なが る と考 え た。

5研 究 の 重 点

(1)円 滑 に コミ ュニ ケー シ ョンを 図 るた め に必

要 な表 現 力 ・理解 力を育 むた め の工夫

ア 協 働 的な 言語 活 動 を充 実 させ る ため の工

夫

(ア)ジ グ ソー学 習

(イ)チ ーム リー ダー の育 成

イ 知 的 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンを活 性化 させ る

ため の工夫

(ア)「 相 手意識 」 を高 め るた めの 課題 文作

成 の工夫

(イ)「 要約 」の ため の言語 活 動 の工夫

6研 究 の 内 容

(1)円 滑 な コミ ュニケ ー シ ョンを 図る ため に必

要 な表現 力 ・理解 力 を育 むた めの 工夫

ア 協 働 的な 言 語活 動 を充 実 させ るた め の 工

夫

杉江(2011)は 、小集団による学習について、 「少

人数 集 団で 自分 と仲 間 の学び を最 大限 に高 め合 い、

全 員 の学 力 と人 間関 係 力 を育て 合 う教 育 の原 理 と

方 法で ある」 と述 べ て い る。 この ことか ら、 協働

的 な言 語活 動 を授 業 の 中 に取 り入 れ る こ とで 、全

員で よ りよい考 えや意見 を創 り出す ことにつなが り、

円滑 に コミ ュニ ケー シ ョン を図 るた め に必 要 な表

現力 ・理解 力の高 ま りにつながる と考えた。 そ して、

協 働 的な 言語 活 動 を充実 させ るた め には 、他 者 と

で き るだ け活 発 に知 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを図 る

機会 を増やす こ とが大 切 で ある。

そ のた め に本校 英 語科 で は 、協 働 的な言 語 活 動

の充実 を図 るた め にジ グ ソー学 習 の手 法 を取 り入

れ て研 究 を行 った。

(ア)ジ グ ソー 学習

ジ グソー 学 習 は、 ア メ リカ の社会 心 理 学

者 で ある エ リオ ッ ト ・ア ロン ソ ン(1994)

が開発 した学習 法で あ り、本校英 語科 で は、

この学習 法 を参 考 に、協 働 的な 言語 活 動 の

一つ と して 位 置付 けて研 究 を行 った。 基本

的な流れ としては、 図1の ようにまず、ホ ー

ム グル ー プで 与 え られた 課題 の解 決 に向 け

たA～Dの 役割 を決 め、 そ れぞ れ が 同 じ役

割 を もった エ キ スパ ー トグ ルー プ に移 動 し



て 責任 をもっで1青報 を集 め、そ の情 報 をホー

ム グルー プに もち 帰 る。 そ して 、そ れ らの

情 報 を組 み 合わ せ てそ れ ぞれ の メ ンバ ー の

合 意 を基 に一 つ の結論 を 出す 。 この よ うに、

ジ グ ソー 学 習 の 手法 を取 り入 れ る こ とで 、

生 徒 一人 一 人が 活 動 に対 す る 自 らの役割 と

責 任 を 自覚 さ せ た い と考 えた 。 そ の 上 で 、

生 徒 に互 いの知 識 ・技 能 を基 に、各 グルー

プで協 働 的 に 関わ らせ 、 よ りよ い アイ デ ィ

アを練 り上げる ことが できるよ うにさせ たい。

どによ り議 論 が進 む に つれ て 、 コ ンセ ンサ

スサ ー クル の 各色 の 割合 を変 えな が ら一 つ

の合 意点 を探 る。

2基 本 的 には 、 コ ンセ ンサ スサ ー クル を動

かす の は、 メ ンバ ー の合 意 の基 に リー ダ ー

が行 う。

3リ ーダー は、サー クルの割合 が小 さくなっ

た意 見 を もつ メ ンバ ー に も発 言 す る機 会 を

作 るた め、 質 問 した り再 度 主張 させ た り し

て意 見 を 引き 出 し、 少数 派 の考 え や意 見 も

大切 にす る。

4他 の グル ープのサ ークル と比較 して、様 々

な視 点か ら合 意 を探 る こと も有効 で あ る。

また 、ホ ー ム グルー プ にお ける合 意 点 を

探 る た めの 話 し合 い を活 性化 させ るた め の

手立 てとして 図2の 「コンセ ンサ スサ ークル 」

の活 用が 効 果 的で あ る と考 えた 。 これ を用

い る ことで 、個 人 の考 え や意 見 が グル ー プ

に どの よ うに反 映 され て い るか を可 視化 す

ることがで きる。 また、活 動の様子 を術目敢し、

進 捗状 況 を客 観 的 に把握 す る こと もで き る。

さ らに 、チ ー ム リー ダー が合 意点 を決 定す

る際 に 、少 数意 見 が十 分 に反 映 され 、積 極

的 にメ ンバ ー に質 問や 確 認 を しなが ら意見

を引 き出 させ る効果 もある。

コ ンセ ンサ スサ ー クル の具 体 的な 活 用方

法 は以 下 の通 りで ある。

1エ キ スパー トグルー プで確 認 した メ ンバー

のキー ワー ドを色別 に分類 し、そ れ らを一

つ の 円に組 み合 わせ る。

コ ンセ ンサ スサ ー クル の 各色 が均 等 に分 け

られて いる状 態 か らス ター トし、 他 の考 え

や 意見 に対す る質 問や 自分 の 主張 の 補足 な

以上 の よ うな ジ グ ソー学 習 を通 して、 複

数 回 の発散 ・収束 を繰 り返 す ことで知 的 コ

ミュニ ケ ー シ ョン の機会 を多 く取 り入 れ る

こ とが で き、 よ りよ い考 えや 意見 が創 り出

される。エ キスパ ー トグルー プで の活動で は、

友 人 との知的 コ ミュニケ ー シ ョンを通 して、

英 語が やや 苦 手 な生 徒 で も、 共 に学 び合 え

る場 を設定 す る ことで意 欲 的 に取 り組 む こ

とがで きる。 また 、そ の後 の ホー ム グル ー

プ の活 動 に必 要 な知 識 を確 実 に もち 帰 る必

要 が あ るた め、 生徒 一 人一 人 に責 任感 も生

まれ る。 そ の際 、エ キ スパ ー トグル ー プか

ら もちよ った 異 質で 多様 な 知識 を基 に、 合

意 点 を探 りな が ら、 一 人で は考 えつ かな い

よ うなよ りよい考 えや意 見 を創 り出す こ と

が期 待 され る。

これ らの ことに よ り、協 働 的な 言語 活 動

を充実 させ るた め に、 ジ グソ ー学 習 を取 り

入 れ る こ とで 、 互 いの考 え をよ りよ く理 解

した り、表 現 した りす る こ とがで き る よ う

にな り、 円滑 にコ ミ ュニケ ー シ ョ ンを 図る



た め に必 要 な表 現 力 ・理解 力 を育 成 で き る

と考 えた。

(イ)チ ーム リーダー の育成

上記 の ジグ ソー 学習 を行 う上 で欠 かせ な

いの が 「チ ー ム リー ダー 」 の 育 成 で あ る 。

これ まで 行 って き た グル ー プ活動 で の リー

ダー とは異 な り、本 校 英語 科 にお ける チー

ム リー ダー に期 待す る役割 と して特 に 身 に

付 け させた い ことを、 以下 のよ うに定 めた 。

ン を図 るた め に必 要な 表現 力 ・理 解 力 を育 成

でき る と考 え た。

イ 知 的 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンを 活性 化 させ る た

めの工 夫

先 述 した よ う に、本 校英 語 科 で は、知 的 コ

ミ ュニ ケー シ ョンを活 性化 させ る こ とで、 協

働 的な言語活 動が充実 し、 円滑 なコ ミュニケー

シ ョン能 力 が 高 ま る と考 えて い る 。そ して 、

知 的 コ ミ ュニ ケー シ ョンを活 性化 させ るた め

には、 「相手意 識」 を高める必要 があ ると考 え、

以 下 のよ うな取 組 を行 った。

(ア)「 相 手 意識 」 を高 める ため の課 題文 作 成

の工 夫

鹿 大 附属 中(2012)で は、生 徒 にコ ミュ

ニ ケー シ ョン活 動 を行 わせ る 際 に、 生徒 の

思考 力 ・判 断 力 を活 性化 させ るた め に、 生

徒 に試行錯誤 をさせ るよ うな情報 を与 えた り、

相 手 の意 向や 、 そ の場 の状 況 を基 に した 表

現活 動 を行 わ せ た りす る こ とが有効 で ある

とい う こ とが 分 か った 。今 年度 は、 この よ

うな 「最適 な 制 約」 を与 えた言 語 活動 を行

わせ る上 で欠 かせ な い課 題 文 の作 成 につ い

しか しなが ら、チ ーム リー ダー は、 あ る特

定の生徒 のみが行 うわ けで はな く、授 業によ っ

て変 わ り、全 員 がチ ーム リー ダー として の活

動 を、 自主 的 に進 め て い ける よ うにな る こと

を 目指 す。 また 、チ ーム リー ダー は教 師 に活

動 の進 み具 合 を連 絡 ・報 告 した り、新 た な ヒ

ン トを も らった りす るが 、 メ ンバ ーが チ ーム

リー ダ ー に依 存す るわ けで は な く、 メ ンバー

全員 に責任 感 と役 割 を もた せて 活 動 させ る こ

とが 必要 不可 欠 とな る。

この よ うな 状況 の基 に、 生徒 同士 が 個 人で

身 に付 けた知識 ・技 能 を互 いに活用 しな が ら、

互 いの考 え をよ りよ く理 解 し、そ れ を基 に 自

分 たち の考 え を相 手 に よ りよ く伝 え る こ とが

で き るよ う にな り、 円滑 にコ ミ ュニケ ー シ ョ

て の研 究 を深 め 、そ の よ うな課 題 文 を活 用

した 言語 活 動 を通 して 、 よ り 「相 手 意 識 」

が 高 ま る と考 え た。 な お、 課題 文 を作 成 す

る際 には、創造教育 財団が 問題 解決 のステ ッ

プ として提 案 す る 図3の よ うなCPSIス



テ ップ に 基 づ く ことが 有 効 で あ る と考 え 、

参考 に した 。

図3の よ うなCPSIス テ ップ を取 り入

れ た課 題 文 を活 用す る ことで 、 生徒 が試 行

錯 誤 しな が ら、 互 い の考 えや 意見 か らよ り

よい アイ デ ィ ア を創 り出そ う と して 知 的 コ

ミュ ニケ ー シ ョ ンが活 性化 し、協 働 的 な言

語活 動 の充 実 につな が る と考 えた 。

この よ うに、 グル ー プ の メ ンバ ー との間

で 相 手 の意 向や そ の理 由等 を議論 す る機 会

を増 や す こ とで 、 「相 手 意 識 」 の 高 ま りに

つ な が り、知 的 コミ ュニ ケー シ ョンが活 性

化 され る。

(イ)「 要約 」の た めの言 語活 動の 工夫

相 手 を意識 した コ ミュ ニケ ー シ ョ ンを行

うた め には 、生 徒 自身 や コ ミュ ニケ ー シ ョ

ンの対 象 とな る相手 が もって い る知 識や 情

報 等 を 「要 約」 し、表 現 と結 び つ ける必 要

が あ る。 この 「要約 」 とは、 単 に内 容 を短

くま とめ る とい う ことで はな い。 メ ンバ ー

同士 の知 的 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの 中で多 様

な 意見 に耳 を傾 け なが ら、重 要 と思 わ れ る

もの を取捨 選択 した り、 自分 の知識 ・技 能 ・

経 験等 を基 に例 え た り、言 い換 えた り して

分 か りやす く表 現す る こ とで あ る。

そ のた め に は、 日頃 の授 業 か ら与 え られ

た 知識 や 情報 を再構 成 し、そ れ を基 に表 現

させ る活 動 を繰 り返 し行 う必 要 が ある 。本

校英 語 科 ではAAW句nryb(1989)に よ り提

唱 されたデ ィク トグロス という手法 を参考 に、

生 徒 の学 習 の段 階 に応 じて以 下 の よ うな活

動 が有 効 だ と考 えた 。

活 動1・ リスニ ン グで聞 き取 った 内容 の

キーワー ドをメモ して、そのキー

ワー ドを も とに ペ アで 聞 き取 っ

た内容 を 口頭 で復元 し合 う活 動。

活 動2・ 本文 の 内容理 解 の際 に、 教師 の

オー ラルイ ンタ ラ ク シ ョン によ

り生 徒 か ら引き 出 した キー ワー

ドを構造 化 され た 図 と して板 書

し、 そ の構 造化 され た 情報 を も

とに内 容 を英 語 で再 構 成 し、 ペ

アで 生徒 同士 が互 い に内容 を確

認 し合 う活 動。

活 動3・ ペア で読 んだ り聞い た りして得

た 内容 を、協 力 しな が ら図 や表

を用 いて ノー トに構 造 化 さ せ 、

構 造化 され た も の を基 にそ の 内

容 を別 の生徒 に伝 え る活動

このよ うな 工夫 を通 して 、 ペ アや グル ー

プ な どの複 数 の学 習 者 間 によ るそ れぞ れ の

知識 ・技能 を互 い に活 用 させ なが ら、そ れ

らを再 構成 し、 自分 た ちの 考 え を相手 によ

りよ く伝える ことができるよ うになれ ば 「相

手意 識 」 の高 ま りにつ なが り、知 的 コ ミュ

ニ ケー シ ョンが活 性化 され る。

上 記 の(ア)、(イ)の 工 夫 を行 う こ とで 、

知 的 コ ミュニ ケ ー シ ョンが 活性 化 され 、 協

働 的な 言語 活 動 が充 実 し、 円滑 な コ ミ ュニ

ケ ー シ ョン を図 るた め に必 要 な表現 力 ・理

解 力 を高 め る ことがで き る と考 え た。

7研 究 の 成 果 と 課 題

(1)成 果

・ 協 働 的 な言 語 活 動 を取 り入 れ る こ とで 、

グルー プ活 動 の 質 が高 ま り、 メ ンバ ー全

員の責任感 ・達成感の高 まりにつながった。
・CPSIス テ ップ に基 づ いて 作成 した課

題 文等 の 題材 を用 い る こ とで 、 生徒 が互

いの意 見 の相 違 に対 して質 問 した り、 同

意 した りす るな どの試行 錯誤 を繰 り返 し、

活発 な コミ ュニ ケ ー シ ョン場 面 が多 く見

られ た 。
・ICT活 用 の工 夫 を行 う ことで 、好 奇心

を もって 自分 か ら積 極 的 に コ ミュニ ケ ー

シ ョ ン に関 わ ろ うとす る態 度 が 高 ま り、

海外 提 携 校 との 交流 を強 く意 識 させ る こ

とにつ なが った 。
・ 小 学校 外 国語 活 動 との接続 を意識 した言

語 活 動 の 工 夫 に よ り、 失 敗 を恐 れ ず に 、

自信 を もっ て他 者 と協 力 しな が ら言 語活

動 に取 り組 む こ とが で きた。

(2)課 題

・ 今 後 は、 更 に グル ー プ によ る協働 的 な活

動 が充 実 す る よ うな題 材 の開 発 を進 め て

い く必要 が あ る。
・ICTの 活用 を更 に発 展 させ て 、実 際 に

海外 提 携 校 との 交流 につ なが る よ うな取

組 を推進 して いきた い。
・ 小 学校 外 国語 活 動 との接 続 につ いて は 、



実 際 に 中学校 の教 員 が附 属小 学 校 で授 業

に参 加す るな ど、 更 に交 流 ・連 携 を深 め

て い きた い。
・ グル ー プ によ る高 ま りか ら、個 人 の変 容

を確 実 に見 取 るた め の評価 の在 り方 につ

いて の研 究 を更 に深 めて い く必要 が ある。

8終 わ り に

今 年 度 は、 学校 全 体 として協 働 的 な活 動 に焦

点 を あて 、 これ まで 行 って き た個 に よ る学習 活

動 か ら、 ペ アや グル ー プで の複 数 の学 習 者 によ

る活 動 の 工夫 を行 うた め の研究 ・実践 を積 み重

ね て きた 。そ の 中で 進 むべ き方 向性 は間 違 って

は いな い ことが 分か った。 しか し、今 後 に 向 け

て の課 題 も見 え て きた 。そ れ は、 グル ー プ にお

ける活 動 を活 性化 させ るた め にチ ー ム リー ダー

の育成 が 欠か せ な い とい う点 で ある。 この こと

につ いて は今 後 も継 続 して 研究 を重ね て い く こ

とで、 特活 や 道 徳 な どの他 領域 にお いて の学 習

活動 にお いても生かす ことができ ると信 じて いる。

また 、 グルー プ にお いて生 徒 全員 が意 欲 的 に活

動 に取 り組 め るよ うな学 習 課題 につ なが る題 材

の開発 を本校 英 語科 が ま さ に最 高 のチ ー ム と し

て取 り組 ん で いけれ ば と考 え て いる。
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